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第 11回大会を開催して（終了報告とお礼） 
 第 11回大会は、去る10月2日(土)～3日(日)、長崎ハ

ウステンボスで開催いたしました。大会初の九州での開

催、しかもテーマパークを会場として 2日間のプログラ

ムでの実施でしたが、全国各地からの会員89名に加えて、

非会員の方々にもお越しいただき、延べ103名のご参加

をいただきました。地方での開催のために参加者数につ

いて心配をしていましたが、積極的なご参加はもとより、

広報・宣伝においても会員各位に多大のご協力をいただ

き、何とか盛会のうちに2日間の日程を終了することが

出来ました。 

「地域の人材育成とインターンシップ」という本大会

テーマの下に、1 日目の基調講演に長崎国際大学の潮谷

義子学長が登壇し、長年、福祉や地方行政に携わってき

た者の視点から、大学におけるキャリア支援は、単なる

就職指導に留まらず、若者に将来への「覚悟」の形成を

促すプロセスであらなければならないこと、その中でイ

ンターンシップは、己を知り、また、仕事の魅力に気づ

くことを通して、自分が何をしたいのか、何が出来るの

かを考える貴重な経験であるとの期待を語りました。 

続くシンポジウム「高等教育と地域の人材育成―地域

連携のインターンシップの現状と課題」では、北島正一

氏（電通九州）、浜民夫氏（若者自立支援長崎ネットワー

ク）、米倉幸生氏（長崎純心大学）に、それぞれの経験と

立場から多様な若者を地域で育てることの具体を述べて

いただきました。その後、コメンテーターやフロアを交

えて、若者・学生の「気づき」と「自立」を促進するた

めに地域の資源をどのように利用するか、さらには、地

域と大学などの連携による「地域活性化」の方途へと議

論は白熱いたしました。このインターンシップの現状の

枠を超えた広い議論は、インターンシップの今後の可能

性を示唆したものであったと思います。 

研究発表は、2 日に河野会員による高良記念研究助成

報告と、翌3日午前には、3会場 2セッションで計15件

の発表が行われました。各会場で活発な質疑応答があり

ました。 

また、2 日夕刻に園内のホテルでの懇親会にもたくさ

んの会員の参加があり、情報交換をしながら、地元長崎

の食材を活かした料理とハウステンボスの夜をお楽しみ

いただきました。会場のあちらこちらで、会員相互の親

睦の深まりや新しい出会いが見られました。 

さて、大会 2日間を通して、あいにく雨模様のぐずつ

いた天気ではありましたが、私共、現地スタッフ一同、

ホスピタリティマインドを持って元気に応対させていた

だきました。何分、不慣れなために、行き届かぬ点が多々

あったかとは存じますが、参加の皆様方のご協力とご支

援を支えに何とか重責を果たすことが出来ました。実行

委員会メンバーの九州地区の理事各位をはじめ、ご支援

いただきました会員の方々に、委員長として心よりお礼

申し上げます。長崎へお越しいただきありがとうござい

ました。 

それでは 2011年、第 12回大会の開催地、鳥取でまた

お会いいたしましょう。 

（第 11回大会実行委員長 安部 恵美子・長崎短期大学） 

 

第 12回大会を開催するにあたって 
それは第 11 回大会終了からしばらくしたある秋の日、

吉本会長直々のお電話からはじまりました。思いがけな

い次回大会開催校の打診です。不肖私、鳥取大学への着

任半年で自らの仕事もままならないなか、あまりに大き

なお話にしばしたじろぎましたが、これはもう腹をくく

って務めさせていただくしかないと覚悟を決め、このた

び謹んで第 12 回大会を鳥取大学にてお引き受けした次

第です。本学会がこれまで積み重ねてきた研究の成果を

しっかりと継承し、インターンシップをめぐる学術と実

践のさらなる持続的発展に資する大会とすべく、テーマ

およびプログラムを構想してまいる所存です。会員の皆

様、どうぞよろしくお願いいたします。 

第12回大会は第9回大会以来3年ぶりに9月開催とし、

日程は先般の第 11 回大会を踏襲した 2011 年 9 月 17 日

（土）・18 日（日）の 2 日間を予定しています。なお会

場の鳥取大学・鳥取キャンパスは、鳥取空港からタクシ

ーでワンメーター強、JR鳥取大学前駅とは目と鼻の先と
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いうように、地方の辺鄙な土地ながら幸いにして公共交

通機関とのアクセスには恵まれています。おおむね富士

山より東にお住まいの先生には羽田空港から航空機で、

西にお住まいの先生には JR でお越しいただければと思

います。 

鳥取大学が立地する鳥取県は、人口 60万人に満たない

全国人口最尐県ですが、最近は県出身の漫画家水木しげ

る氏夫妻の半生をモデルにしたドラマ『ゲゲゲの女房』

のヒットや、改革派として鳴らした前鳥取県知事の総務

大臣就任など、人口占有率0.5％という小県にしては全国

的な話題を発信してなかなか健闘しているじゃないか、

などと甘い「自己評価」をしています。 

ところで大会終了翌日は祝日（敬老の日）にあたり、

秋の三連休期間においでいただくかたちとなります。も

しお時間が許すようでしたら、大会終了後も引き続き鳥

取にご滞在いただき、山陰ならではの豊かな自然や温

泉・味覚等を満喫していただけましたら幸いに存じます。

皆様のお越しを心よりお待ち申し上げております。 

（第 12回大会実行委員長 長尾 博暢・鳥取大学） 

 

理事会報告 
2010 年度第1回理事会（6/19@中村学園大学） 

(1)入退会申請者について 

入退会の申請者について、すべて承認された。 

(2)2009年度（平成21年度）決算案及び監査報告について 

2009 年度決算案及び監査報告について、原案どおり承

認された。 

(3)2010年度（平成 22年度）予算案について 

2010 年度予算案について、原案どおり承認された。 

(4)第 11回全国大会の運営について 

安部大会実行委員長より、第11回大会の運営について

説明がなされ、了承された。 

(5)高良記念研究助成審査委員会について 

太田委員長より、4名の委員の再任、1名の委員の新規

就任について提案があり了承された。また、委員の互選

により太田委員が委員長に選出されたことが報告された。 

(6)『インターンシップ研究年報』第 14 号研究論文投稿

規程について 

安孫子年報編集委員会委員長より投稿規程変更に関す

る提案があり、審議の意見を踏まえ修正案が承認された。 

 

2010 年度第２回理事会（8/28@目白大学） 

(1)入退会申請者について 

入退会の申請者について、すべて承認された。 

(2)第 11回全国大会について 

安部大会実行委員長より、第11回全国大会の準備状況

が報告された。 

(3)高良記念研究助成について 

太田委員長より、高良記念助成について、同審査委員会

の選考結果を踏まえ、２名を助成対象者としたい旨の提

案があり、承認された。 

(4)会則の改正について 

事務局長より会則の改正についての提案があり、審議の

結果、次回の理事会で会則改正案を提示し、承認後、総

会に諮ることについて了承された。 

(5)その他 

会長より、WACE（The World Association for Cooperative 

Education）に団体会員としての加盟について提案があり、

承認された。 

 

2010 年度第3回理事会（10/2@ハウステンボス） 

(1)入退会申請者について 

入退会の申請者について、すべて承認された。 

(2)会則の改正等について 

会長及び事務局長より、会則改正案の提案があり承認

され、総会に諮ることについて了承された。 

(3)総会議題について 

事務局長より、総会の議題についての提案があり、了

承された。 

（事務局） 

 

2010年度総会報告 
2010 年度総会が、2010年10月 2日（土）ハウステン

ボスにおいて開催され、以下の報告・審議が行われた。 

(1)2009年度事業報告 

原案どおり承認された。 

(2)2009年度決算報告及び監査報告 

事務局長より決算報告後、牛山監事より監査報告があ

り、承認された（詳細は「2009年度事業報告及び決算報

告」を参照）。 

(3)会則改正について 

会長及び事務局長より会則改正の提案があり、承認さ

れた（詳細は「会則改正について」参照）。 

(4)2010年度事業計画及び予算について 

事務局長より提案があり、原案どおり承認された（詳

細は「2010年度事業計画及び予算」参照）。 

(5)高良記念研究助成について 

2010 年度採択者の田崎悦子会員（北海道大学大学院）

ならびに酒井佳世会員（久留米大学）への研究助成金及

び賞状の授与が行われた。 

（事務局） 

 

会則改正について 
「理事会・総会報告」で報告いたしましたとおり、総

会にて下記のとおり会則が改正されました。 

（事務局） 
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2009年度事業報告及び決算報告 
「理事会・総会報告」で報告いたしましたとおり、2009

学会年度事業報告及び決算報告について、総会にて下記

のとおり承認されました。 
 

2009年度 事業報告 

1．2009年度事業期間 

2009年 4月 1日～2010年 3月 31日 

2．事業の概要 

2009年 10月 10日 第10回大会開催 

会場：嘉悦大学、参加者 147名 

  2009年 5月 Newsletter №1発行 

2009 年 7月 年報 12号発行 

 2009年11月 Newsletter №2 発行 

3．研究会 

2009 年 6 月 27 日 第１回研究会・九州支部第４回研

究会（九州大学西新プラザ） 

2009 年 12 月 5 日 第２回研究会・関西支部第 5 回研

究会（大阪経済大学大隅キャンパス） 

2010 年  3月 6日 第３回研究会・北海道支部設立記

念集会（北海道大学） 

4. 総会 

2009年 10月 10日（嘉悦大学） 

5. 理事会 

第 1回理事会 2009年  6月27日 

（九州大学西新プラザ） 

第 2回理事会 2009年  8月29日 

（筑波大学東京キャンパス） 

第 3回理事会 2009年10月  9日 

（東京国際大学早稲田キャンパス） 

第 4回理事会 2009年12月 6日 

（立命館大学衣笠キャンパス） 

第 5回理事会 2010年  3月  7日 

（北海道大学） 

6．各支部活動 

(1)関西支部 

2009年 12月 5日 第5回研究会 

（大阪経済大学大隅キャンパス） 

(2)九州支部 

2009年 6月 27日 第４回研究会 

（九州大学西新プラザ） 

2009年 11月 13日 第５回研究会（電気ビル） 

(3)北海道支部 

2010年  3月 6日 北海道支部設立記念集会 

（北海道大学） 

(4)関東支部 

2010年 3月 27日 関東支部設立準備第１回研究会 

（東京経済大学国分寺キャンパス） 

7．その他        

(1)「第３回 高良記念研究助成」実施 

(2)会則の改正 

・会計年度（4～3月→7月～6月） 

(3)北海道支部の設立（2010年 3月6日） 

(4)十周年記念事業の実施 

・「学会創立10周年記念フォーラム」の開催 

（2009年10月9日、東京国際大学早稲田キャンパス） 

・学会員へのアンケート調査の実施 

(5)理事選挙、会長選挙の実施 

(6)2009－2010年度役員及び委員会組織の決定  

(7)事務局の移転（九州大学→北海道大学） 

(8)関西支部 設立5周年記念報告書の発行 
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(9)学会後援・協賛事業 2件 

・社団法人東京都専修学校各種学校協会「第16回専門

学校教育研究会」に後援（2009 年 3月5日 スクワ

ール麹町にて） 

・高等教育資格研究会「非大学型高等教育と学位・資

格制度に関する国際会議」に協賛（2009年 3月 19､

20日 九州大学 西新プラザにて） 

（事務局） 
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2010年度事業計画及び予算 
「理事会・総会報告」で報告いたしましたとおり、2010

学会年度事業計画ならびに予算について、総会にて下記

のとおり承認されました。 

 

2010年度 年間事業計画  

1．2010年度事業期間 

2010年 4月 1日～2011年 6月 30日 

2．事業の概要     

(1)第 11回大会の開催（会場：ハウステンボス）  

2010年 10月 2日（土）～3日（日） 

(2)研究会の開催（年3回） 

(3)年報 13号の刊行 

(4)News Letterの発行（年2回） 

(5)「第 4回 高良記念研究助成」実施 

(6)関東支部 等の設立 

(7)十周年記念事業の実施（続き） 

（事務局） 
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年報編集委員会報告 
研究年報第 13 号の発刊について  

大変遅くなりましたが、研究年報第 13 号を 9 月に

発刊致しました。  

今回の年報には、従来からの論文（3 編）、研究ノ

ート（1 編）と学会大会のほか、新設された「資料」

（実践的開発的な取組事例などを積極的に紹介する

ために設けた範疇）3 編が掲載されております。  

大会での報告としましては、基調講演 2 編と特別

講演 1 編、さらにシンポジウム「インターンシップ

の 10 年を振り返る―将来を見据えて―」の議論を掲

載しております。  

（年報編集委員会委員長 安孫子 勇一） 

 

広報委員会報告 
学会 Web サイトへの記事の掲載手順 

学会 Web サイトの更新・管理作業をより迅速化す

るために、記事の掲載・更新依頼の受付窓口を

jsi.prc@gmail.com に一本化しました。今後はこのア

ドレスに依頼内容等、必要事項をご連絡頂けますよ

うお願い致します。 

なお、研究会・大会の実施報告につきましては、

広報委員会より「原稿依頼フォーム」をお送り致し

ます。こちらにご記入頂き、返送頂けますようご協

力をお願い致します。 

 

Web サーバーの変更について 

これまで、本学会の Web ページは国立情報学研究

所の「学協会情報発信サービスにおけるホームペー

ジ構築・提供支援」を利用してきました。このサー

ビスが平成 23 年度末で終了することになり、広報委

員会では現在、代替サーバーの選定作業を進めてお

ります。今後、今年度末までに代替サーバーを決定

し、平成 23 年度 8 月に新サーバーでのサービスの提

供開始、10 月に旧サーバー上のサイト閉鎖を目指し

て作業を進めていく予定です。 

会員の皆様には関連情報を Web サイト、ニュースレ

ターなどを通して適宜お伝え致します。 

（広報委員会委員長 石田 宏之） 

 

十周年記念事業 WG報告 
十周年記念事業 WG におきましては、目下、「十

周年記録集」編集の最終段階の作業に取り掛かって

おります。今般の記録集には、2010 年 3 月末までに

わが国で発行・発表されましたインターンシップ関

連図書並びに論文を記録として掲載することにして

おります。 

つきましては、皆様のお手元に関連図書などござ

い ま し た ら 十 周 年 記 念 事 業 事 務 局

（tanakant@n01.itscom.net)までお知らせ願えれば幸

いです。当方の既存資料と重複がありましたら適宜

編纂して参りますので遠慮なく情報をお寄せくださ

い。よろしくお願いいたします。 

（十周年記念事業 WG委員長 田中 宣秀） 

 

2010 年度 高良記念研究助成対象者決定 
 本学会では、インターンシップに係る研究や実践

活動の発展、普及のため、2007年度からこの助成制

度を設けて、会員（個人・学生・法人）に対して、

優れた研究課題への助成を行っています。2009年度

の第 3回研究助成を受けた 1 名の研究者、河野志穂

氏（早稲田大学大学院教育学研究科 博士後期課程）

は、2010年 10 月に開催された第 11回大会（長崎短

期大学）において「文系大学生のインターンシップ

が大学の学びに与える効果―早稲田大学の事例とし

て―」と題する成果を発表しました。さらに研究年

報に投稿する予定です。 

 2010 年度の第 4回研究助成には、3件の応募があ

り、審査委員会による審査を経て、次の 2 名に対し

て研究助成を行うことを理事会において決定しまし
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た。（順不同、敬称略） 

・田崎悦子会員（北海道大学大学院教育学院・修士

課程 2年）「インターンシップが職業選択、職業能

力に与える影 響と効果～社会人のふりかえりに

よる視点～」助成額 100千円、単独研究 

・酒井佳世会員（久留米大学 就職・キャリア支援課）

「大学における教育プログラムとしての実習・ボ

ランティア・アルバイトとの比較研究」助成額 100

千円、単独研究 

 研究期間は、2011年 9 月末までの 1年間で、2011

年の大会で成果を研究発表することになります。ま

た、その 1ヵ月後までに「研究終了報告書」と「研

究経費使用報告書」を学会事務局に提出することに

なります。 

2011年度には、第 5回研究助成を募集します。募

集期間は、2010 年度の例では、4 月～6 月中旪頃ま

でとなっていました。なお、「物品費＋謝金の合計が

全体金額の 1/2 まで」という点を、ぜひ守るように

お願いします。 

（高良記念研究助成審査委員長 太田 和男） 
 

支部活動報告 

関西支部 
2005年夏に産声をあげた本学会関西支部は、おか

げさまで今夏、設立 5 周年を迎えることができまし

た。まずは本学会員の皆さま方の常日頃のご支援、

ご協力に支部を代表し、心から御礼を申し上げます。 

つきましては、2010年 12月 10 日、設立 5周年記

念フォーラムを大阪企業家ミュージアムで開催しま

すので、学会員以外の方々にも広く呼びかけいただ

き、ご参加ください。同フォーラムの概要は、本学

会ホームページに掲載してありますので、ご参照く

ださい。ここでは、開催に向けての関西支部の基本

的な考えを紹介させていただきます。 

すでにご案内の通り、支部では過去 5 年間にわた

り、学校種別のインターンシップ取組先駆事例発表

を行ってきました（その概要は昨年度末に『設立 5

周年記念報告書』にまとめ、会員の皆さまに配布い

たしました）。そしてこの 5年間に、インターンシッ

プはほぼすべての高等教育機関に普及するまでにな

りました。 

一つの節目に立ち、支部としては改めてインター

ンシップの原点に立ち返り、関わる学生、受入者（産

業界）、送り手（教育界）の三者がともに満足する秀

逸なインターンシップの取組み事例発表を集めまし

た。それが坂上義明大阪商工会議所人材開発部長の

基調講演を受けての 4 発表です。商工会議所やコン

ソーシアムといった経済団体や非営利組織が積極的

に関与する取組みが紹介されるほか、独自の姿勢で

即戦力や高度人材を育成する長期インターンシップ

の取組みで、何が三者を充足させているのか、フォ

ーラムではぜひ、その共通項を見出したいと考えて

おります。 

 開催にあたっては、大阪企業家ミュージアムの全

面的なご協力の下、会場である会議室をご提供いた

だいたばかりか、フォーラムに先立ち同ミュージア

ムの見学会も設けられ、解説員を特別に派遣してい

ただいております。 

 奮って、ご参加ください。 

（関西支部支部長 加藤 敏明） 

 

九州支部 
九州支部では、2010 年度第 1 回研究会を 6 月 19

日(土)に中村学園大学にて開催致しました。テーマ

は『教育プログラムとしてのインターンシップ～振

り返りを通して体験から経験へ～』。3 名からの事例

報告や研究発表がなされ、インターンシップ体験後

の効果的な振り返り手法、インターンシップの実施

時期等について活発な議論が交わされました。 

 第 2回研究会は、2011年 2 月中旪～3月にかけて

開催を計画しています。テーマは海外インターンシ

ップを取り上げてみたいと考えています。詳細につ

きましては、後日学会ホームページにて告知させて

いただきます。 

（九州支部副支部長 真鍋 和博） 

 

北海道支部 
北海道支部では、2011 年 2 月下旪に 2010 年度第

１回研究会の開催を計画しています。インターンシ

ップに参加した社会人を中心にインターンシップの

効果を取り上げる予定です。 

また、2011 年 6 月に第 2 回研究会の開催を計画し

ています。詳細につきましては、後日、学会ホーム

ページ等でご案内させていただきます。 

（北海道支部支部長 亀野 淳） 

 

関東支部設立準備発起人会・研究会報告 
関東支部設立準備発起人会 

関東支部設立発起人会が 2010 年 6 月 12 日、中央

大学駿河台記念館に、発起人 31 名中 19 名の参加を

得て、開催されました。同会では、支部設立目的が

承認され、同時に発起人代表、事務局、企画グルー

プの各メンバーが決定されました。今後の予定とし

て、2010 年 8 月の第 2 回研究会開催に続き、2011

年 3 月に関東支部設立を予定することが承認されま

した。 

 

関東支部設立準備第 2 回研究会 

 2010 年 8 月に関東支部設立準備第 2 回研究会は、

「職業教育とインターンシップ」のテーマのもと、

目白大学新宿キャンパスで開催されました。安彦忠

彦氏（早稲田大学教授）による格調高い基調講演に

続き、小林隆江氏(シェラトン・グランデ・トーキョ

ーベイ・ホテル)、島田薫会員(聖徳大学教授)、奥田

美都子会員（職業能力開発総合大学校講師)、横山修

一会員（工学院大学教授・日本インターンシップ推

進協会会長）の各氏から意欲的な発表が行われまし

た。基調講演の中で、安彦忠彦氏は、「大学でのキャ

リア教育の独自性は『職業を相対化する態度の確立』

である！社会人として最も大切なことは、『社会的信
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用』である！」ことなどを指摘された。 

65 名の出席者からは、それぞれの発表に対し、質

問が相次ぎ盛会でした。 

 

関東支部設立記念第 3 回研究会  

関東支部設立記念第 3 回研究会は、2011 年 3 月に

工学院大学新宿キャンパスにおいて、「海外インター

ンシップ（仮テーマ）」を統一テーマとして開催され

る予定となっています。 

（関東支部発起人代表 太田 和男） 

 

事務局からのお知らせ 
会員情報変更の連絡について 

 所属・住所等が変わりましたら、速やかに事務局

宛お届けください。連絡先が不明になりますと、年

報、ニュースレター、大会案内などの会員サービス

が受けられなくなりますのでご注意ください。 

 また、皆様から返信された「会員情報調査票」を

もとに、来年 1 月頃、会員名簿の作成を予定してお

ります。名簿掲載事項や名簿掲載の可否について変

更がある方は、お早めに事務局まで連絡願います。 

 

会費納入のお願い 

 2010 年度会費納入を受け付けております。会費未

納の方は、今回お送りいたしました郵便振替用紙か

ゆうちょ銀行からの振込（ゆうちょ銀行に口座をお

持ちの方は手数料が無料です）で、下記振込先まで

お送り下さいますようお願いします。銀行振込でも

受け付けております。 

理事選挙の予定について 

2011～2012年度理事選出のための選挙を 2011年 4

～5 月に実施する予定です。同選挙における選挙権

及び被選挙権は会費納入済みであることが条件とな

っておりますので、未納入の会員は至急納入願いま

す。同選挙の詳細は、今後、ホームページ、郵送等

で案内をいたしますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 

訃報 

第 11 回大会での研究発表直後に倒れ、救急搬送さ

れ治療を続けていた星野 徳明 氏（長崎短期大学・

法人会員）が、11 月 18 日に逝去されました。 

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
会費納入先 

【郵便振替】 

口座番号 ０２７５０－１－１０８４１９ 

加入者名 日本インターンシップ学会 

【ゆうちょ銀行】 

   店番 ２７９   （当座） １０８４１９ 

【銀行振込】 

北洋銀行 北七条支店 （普通） ３９２７９５５ 

受取人名 日本インターンシップ学会 
（電信振込の場合は、「ニホンインターンシップガッカイ」

と入力下さい。） 


